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　東京電機大学と東京都住宅供給公社（以下「JKK東京」）は、学生の企画・設計による興
おき

野
の

町住宅（足立区西新井）の
住戸リノベーションに取り組んでいます。これは、同住宅の再生に向け多様な世代の入居を促進し、コミュニティの
維持・活性化を図るため企画され、JKK東京より本学に提案があり実施されることとなりました。若者ならではの発
想が若年・子育て世帯のニーズに対応する魅力ある住戸づくりのプロジェクトとなります。
　企画については、6月に中間プレゼンテーション、7月に最終プレゼンテー
ションを実施しました。未来科学研究科建築学専攻の大学院生17名による
個性豊かなリノベーションプランが提案され、積田洋教授他、本学担当教員
とJKK東京職員の審査を経て、住戸タイプごとに3つのリノベーションプラ
ンが決定されました。各プランはデザインだけでなく、改修コストの抑制や
排水管の勾配を勘案したキッチンの配置等、工夫の跡が多く見られる内容
となりました。
　今後は学生が3つのチームに分かれ、決定したリノベーションプランにつ
いて10月を目途に設計を完了させる予定です。工事は2020年3月に始まり、
完成は同年9月を予定しています。

特集

東京電機大学　東京都住宅供給公社
学生の企画・設計による団地住戸リノベーション

プラン 1

『湾曲壁の隠れ家』
   川田 啓介さん  

●住戸内の空間に変化をもたらす湾
曲した大きな壁を設置。

●隠れ家的な空間としてベッドルー
ムやスタディルームを配置。

プラン 2

『伸び縮みする家』
   加藤 未来さん  

●住戸内に「収納の帯」（収納、ベッ
ド、デスク、キッチンなどの機能）
と「動線の帯」を交互に配置。
●動線に対し、収納を自由に開閉
させ、家の中の活動の伸び縮み
が可能。

プラン 3

『趣味人たちの空間』
   藤沢 裕太さん  

●階段室を挟んだ 2つの部屋にダイ
ニングキッチンとリビングを配置。
●それらを斜めに配置して生じたス
ペースを玄関から通じる土間と
し、趣味人の「創る」、「魅せる」、「仕
舞う」空間として活用。

興野町住宅（昭和33年建設）

選出されたプランを設計した建築学専攻の川田さん、加藤さん、藤沢さん（左から）
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今月の顔

水彩画風画像の生成例 Tinker Bell Renderingの例 AIとヒトが協力して描いた絵画風CGの例

ンバスの創り出す微細な凹凸・繊細な質感も、千代紙
の玄妙な陰影で作られた貼り絵も表現できます。

Tinker Bell Rendering

　4K/8K映像のもう一つの特長はHDR（high dynamic 
range）であることです。ぎらりと輝く太陽光から蛍
の光まで、広い色空間を1枚の映像中に同時に表現
することができます。画面内に仮想の点光源を置く
と、光源がその周囲の限定された領域を照らし出し、
絵具の艶や筆遣いを浮かび上がらせて絵のモチーフ
を一層引き立てる絵画風表現が可能になります。光
源が画面内を移動すると、夕暮れの街をTinker Bell
が飛んでいるようだとお洒落なコメントを頂戴した
ことから、Tinker Bell Renderingと呼んでいます。

創造性を励起するAI

　一方で、CGの弱点は、摩訶不思議なパラメータです。
どういう値にしたら、気に入ったCG映像表現になる
のか、全く不透明です。そこで、CGシステムが自動で
描いた絵画風画像の中で気に入らないところをユーザ
が選ぶと、AIがユーザの好みを推定して、それまでと
は異なるパラメータで描いた絵を提示する仕組みを実
現しました。AIのつくる絵がユーザにインスピレー
ションを与え、ユーザの創造性を育む効果もあるようで、
個性的な絵画が生まれます。ユーザが想像できなかっ
た絵画の創作を支援するAI型CGシステムを実現で
きるかも知れません。

学生諸君へ

　未知の領域を切り拓く研究の醍醐味に勝るものはあ
りません。学生諸君が楽しい研究生活を送られること
を願って止みません。

　2019年6月、映像情報メディア学会よりフェロー称
号を頂戴しました。大学に来てから発表した学術論文・
国際会議論文数は100編を超えました。これは研究室
の学生諸君の素晴らしい発想力と卓越した実装力の賜
物です。研究室を代表してフェロー称号を頂戴したも
のであり、卒業生・現役生諸君に心から感謝しています。

『Star Wars』に魅せられた会社時代

　会社に入社した翌年1978年、映画『Star Wars』が封
切られ、コンピュータグラフィックス（CG）の研究を
上司に内緒で始めました。CGか実写か見分けがつか
ない映像づくりを競った1980年代が終わり、1990年、
Non-photorealistic（非写実的）Renderingという、ヒト
の視覚に訴えるCGの論文を、東京農工大学教授の斎
藤隆文氏と連名で、世界で最初に発表しました。以来、
私の専門分野のひとつとなり、研究を続けています。

超高精細映像と絵画風映像生成

　本学に着任した2003年は超高精細映像（4K/8K）の
黎明期でした。デジカメ等の低解像度の入力画像をサ
ンプリングして、水彩画や油彩画はもちろん貼り絵や
点描画まで、多種多様多彩な絵画風映像を超高精細で
生成できるので、コンテンツ不足であった4K/8Kの映
像制作現場で重宝されました。4K/8Kなら、絵筆とキャ

映像情報メディア学会からフェロー称号
～人工知能は絵を描けるか～

未来科学部 情報メディア学科
髙橋 時市郎 教授
1977年新潟大学工学部卒。同年
電電公社入社。NTT基礎研究所、
ヒューマンインタフェース研究所、
サイバーソリューション研究所にお
いて、研究開発に従事。2003年
本学工学部教授、2007年より現職。

原画像
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モノゴトを完結させることが成長となる
～大学での学びと経験が自信の源に～

表など少しでも完結させることが出来れば、その節目
を迎えるごとに自分でも気付かない内に実力と自信が
ついてくるようになります。
　大学時代は学業の他、モノカキ創作部に所属し、学
園祭で制作音楽CDの頒布などを行っていました。そ
のまとめ役として奔走し、数多の問題を乗り越え毎年
CDを頒布するというイベントを確実に完結させてき
た事も今の業務において自信の源となっています。
　現在、成田空港の管理会社として航空燃料を航空機
に届けるシステムの次期伝送計画策定や、燃料在庫量
を管理する重要なシステムの更新工事に携わっていま
す。学生時代からは想像できないほど大きなプロジェ
クトを動かしていますが、大学で学んだことは気づけ
ば様々なところで生きています。
　皆さんも多くの課題を抱えていると思いますが、ど
んな形であれ一歩踏み出してそれを完結させてみてく
ださい。その経験が自分を成長させていく貴重な足が
かりになることは間違いありません。

　私はちょうどパソコンが普及し始めた世代で、どこ
までも広がるインターネットの世界に没頭し、親しん
できました。そこからネットワークの仕組みに興味を
持ち、更に詳しい分野を学びたいと思い東京電機大学
の門を叩かせていただきました。
　情報環境学部を卒業後は、成田国際空港株式会
社（NAA）にて通信職として業務に携わっています。
NAAではスペシャリストではなく、様々な業務に対応
できるゼネラリストの育成に力を入れているため、ずっ
と同じ業務を行うことはありません。若手は大体3年
毎に部署異動があり、最初は戸惑ったものの通信分野
での様々な業務に携わることができ多くの学びを得て
います。今まで携わったプロジェクトは多岐にわたり、
苦労もありましたが、それらは大学で学んだある1つの
事によって前に進めていくことができました。
　それは、“まず完結させること”です。
　モノゴトを誰でもない自分の手で完結させることが
糧となり、前に進むための実力に繋がっていきます。
どんな小さな事でも、レポート作成・サークル活動の発

新規ネットワーク構築の接続を確認航空燃料を貯蓄するタンク設備

成田国際航空株式会社
営業部門 給油事業部 空港グループ 主任
秋葉 慎太朗さん
平成24年3月 情報環境学部 情報環境学科卒業

働く電大人
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学び探求
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　この一連の活動後に提出されるレポートには、「体
力の低い自分を気づかって班員が一緒に登ってくれた」、
「呼吸が苦しくなった自分の荷物を仲間が背負ってく
れた」、「食事づくりは苦手なので火おこしを頑張った」
等々、支えたり支えられたりする体験が活き活きと綴
られ、参加学生は実習を通じてチームワーク能力の諸
側面に様々な刺激を受けていることが窺い知れます。

　私も含め担当教員は、長年の経験上「富士登山キャ
ンプ」にはチームワーク能力を向上させる効果がある
と考えてきました。しかし、同時にその評価の難しさ
が課題であるとも認識していました。そこで今年度は、
妥当性が検証された6段階尺度※を用いてチームワーク
能力の定量的評価を試み、授業参加後の変化を観察し
てみることにしました。その結果、図1に示すように参
加学生（41人）のチームワーク能力の5要素は一定程度
向上することが認められました。今後も、「富士登山キャ
ンプ」のチームワーク能力育成効果を高めるために授
業内容と方法の改善を図っていこうと考えています。
※ 相沢充ほか：「個人のチームワーク能力を測定する尺度の開発と妥当性
の検討」,社会心理学研究,第27巻,第3号,139-150,2012年

　実社会で活躍するためには、知識に加えて、チームワー
ク能力や忍耐力、やり遂げる力など、コンピテンシーと
呼ばれる資質・能力を学生時代に身につけることの重
要性が近年指摘され、国内外の大学では、その育成を重
視した教育課程改革が進められつつあります。このよ
うな流れの中、人間科学系列スポーツ健康科学分野で
は、「富士登山キャンプ」（3泊4日）において学生のチー
ムワーク能力向上を意図した授業を展開しています。

　本授業の初日に、安全で計画的な富士登山とキャン
プ活動を成功させるためには、知識や技術だけでなく
チームワークの良さが となることを伝え、実習中は
主体的に考えて行動することを促します。そして、チー
ムワーク形成のための要点とともに役割分担等の必
要事項の説明を受け、キャンプ活動を開始します。2
日目午前には、富士登山に関する講義後、班別に登山
計画を協議・決定し、そのプレゼンを行います。午後
には行動食づくりなどの登山準備を行い、18時に5合
目から登山を開始します。そして翌3日目の9時頃に下
山します。

「アウトドアスポーツA」
～チームワーク能力を育む「富士登山キャンプ」～
東京千住キャンパス 人間科学科目 夏季学外集中授業　全学科全学年対象
未来科学部 人間科学系列　加藤 知己 教授

富士山頂からのご来光と雲海（2019年8月筆者撮影）

図1　富士登山キャンプ参加学生のチームワーク能力の変化

キャンプの役割分担を協議する学生

山頂をめざして登山する学生たち

コミュニケーション能力
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カメラオブスキュラ製作の様子プレゼンテーションの様子（田中慶太准教授）

　8月8日に地域連携推進センター、東京千住キャンパ
ス事務部、足立区が連携し、科学・ものづくり体験教室
フォロー講座を開催しました。この講座は一人でも多
くの子どもたちに科学やものづくりを体験してほしい
という思いから、去る6月29日に開催した「科学・もの
づくり体験教室」（申し込み者368名）の第2抽選で当選
した小学5年生、25名が参加しました。
　小林宏史准教授（工学部先端機械工学科）が講師とな
り、「カメラオブスキュラを作ってカメラの原理を学
ぼう」をテーマに、光の不思議について学び、光応用機
械工学研究室の学生並びに電大ガールズの懇切丁寧な
サポートのもと、楽しみながらオリジナルのカメラオ
ブスキュラを作成しました。
　完成したカメラオブスキュラに外の景色が映し出さ
れると、児童や付き添いの保護者から歓声が上がりま
した。光の原理についても学ぶことができ、とても有
意義な体験教室となりました。

　8月29日～30日にかけて、本学の研究成果を展示紹介
し、社会実装することを目指し、大学と産業界とのマッ
チングをはかる国内最大規模の展示会「イノベーション・
ジャパン2019－大学見本市－」に出展しました。
　研究成果4件の大学等シーズ展示に加え、大学組織
展示では「環境計測 地球の健康診断・地球をまるごと
「見える化」する観測技術」をテーマに、12件の研究に
ついて展示・発表を行いました。このブースデザイン
は建築学科の教職員、学生11名が担当しました。
　8月30日には理工学部電子工学系の田中慶太准教授
による、本学の組織展示のテーマについてのプレゼン
テーションを行ない、大学等シーズ展示では、未来科
学部ロボット・メカトロニクス学科の岩瀬将美教授、
藤川太郎准教授、工学部電気電子工学科の佐藤慶介教
授、理工学部電子工学系の荒船龍彦准教授が出展し、
それぞれの研究成果をわかりやすく解説しました。
　プレゼンテーション、ブースともに研究成果に興味
をもつ企業や公的機関の方々にご来場いただき、大変
盛況となりました。

科学・ものづくり体験教室
フォロー講座

～足立区の小学生が参加する、
　　  足立区との連携企画イベント～

イノベーションジャパン2019
－大学見本市－

～国内最大規模の展示会に
　　　　　　　　研究成果を出展～

地域連携推進センター

小林宏史准教授の講義来場者で賑わう大学組織展示ブース

TOPICS

産官学交流センター



　　

中学校 ･高等学校

　9月27日に中学校の体育祭が実施されました。例年、中学と高校は別日程で開催しており、実施日2日前の午後に
全体練習、前日の午後は体育祭当日の準備をしています。今回は競技自体ではなくその裏の部分に焦点を当ててご
紹介したいと思います。
　全体練習は、4時限目の授業後に行われるので少々慌ただしいのですが、教室から直接応援席に集合し入場の練習
から入りました。全体に対して注意事項を話した後、体育祭実行委員執行部の音頭で準備体操を行い、全員参加の玉
入れの練習を行いました。勝負は本番でということで、入った玉の数は途中までしか数えませんでした。その後、各
学年に別れ学年種目を同時進行で練習しました。各クラス本番さながらでかなり気合が入っている様子でした。また、
大玉転がし・騎馬戦などルールの確認が必要な競技を実際に行いリレーのバトンパスの練習で終了しました。
　前日は、指定の運動部による会場設営です。体育祭で用いる用具の準備やクラブハウス倉庫にあるテントを組み
立て、椅子を並べるのは結構な作業でした。要領がわからない1年生も先輩たちの指示に従い非常によく動いてくれ
ていました。特に昨年度はグラウンド改修工事のため校外のグラウンドを借りて体育祭を実施したため、準備作業
を行っておらず、上級生も手探りの状態での準備となりましたので苦労したと思います。
　当日は、競技が終わるたびに次の競技の準備をし、競技前に出場生徒を招集して人数確認とスタート地点への誘
導など、様々な役割がクラブ活動の生徒によって運営されています。もちろん進行役を行う放送は放送部が行って
います。終了後も運動部の生徒がてきぱきと撤収の作業を行い、今年の体育祭も無事終了することができました。
　毎年のことですが、陰で支えてくれる生徒のおかげで体育祭は成り立っており、この場を借りてそういった生徒
たちに感謝したいと思います。 （中学校教頭　黒沼康広）

クラブ対抗リレーは大盛り上がり！ 白熱する騎馬戦カラフルなボールが眩しい大玉転がし

選手宣誓

中学校体育祭
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　9月28日に東京千住キャンパスにて、足立区の連携企画と
して、理工学部 小林春美教授による特別講演会「子どもの
コミュ力UP術」を開催しました。
　この講座は小学1年生から6年生までの保護者を対象に、
子どもたちの友達関係や学校生活に役立つコミュニケー
ション能力を伸ばす方法や、お父さん、お母さんがお子さ
んと良いコミュニケーションが取れる方法について講演が
ありました。
　参加した保護者の方々は、メモを取ったり、先生の話に何
度もうなずいたりと、熱心に耳を傾ける様子が印象的でした。
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　埼玉鳩山キャンパス本館前のスクールバス停留所の
建て替え工事が完了し、9月9日より使用が開始されま
した。
　今回完成した新しいバス停留所は、以前のものに比
べ屋根が大幅に長くなり、全長約48ｍになりました。
併せて本館のバス待合室と停留所の間の屋根も設置さ
れました。学生は熊谷行等のスクールバスを、停留所
の屋根の下で雨に濡れずに待って乗車できるようにな
りました。 （理工学部事務部　長坂）

　10月5日に電大ギャラリーにて、クラシック音楽のプ
ロによる「リバーサイド コンサート」を開催しました。
今年で4回目となるこのコンサートは、足立区生涯学習
センターとの地域連携企画として毎年開催しています。
　今年は、バイオリン奏者、根来由実さんとチェロ奏者
島津由美さんによるデュオ「Yumi×Yumi」がクラシッ
クからポップスまで幅広い曲目を披露しました。例年
を上回る、約120人の地域の方々にお越しいただき、大
盛況のうちに終了しました。 （総務部　岡本）

東京千住キャンパス

リバーサイドコンサート

東京小金井キャンパス

バスケットゴールの更新

埼玉鳩山キャンパス

スクールバス新停留所完成

キャンパスよもやま情報

　体育施設の整備・充実の一環として、9月18日、19日に掛けて、バ
スケットゴールの更新を行いました。
　中学校・高等学校の体育館には、バスケットコートが2面ありま
すので、4つのゴールを新しいものへ取り替えました。コートが2
面あることから、本校の体育館では公式戦も定期的に行われ、部活
動も活発に行われております。 （中学校・高等学校事務室　中野）

特別講演会「子どものコミュ力UP術」
研究推進社会連携センター

News

真剣に話に聞き入る参加者
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 News

　9月10日に駐日タイ王国大使館より公使参事
官ソムジャイ・クラーイスバン氏と外交職員5名
が東京千住キャンパスを訪問しました。
　本学からは、平栗健二統括副学長、宍戸真国際
センター長が出迎え、本学で学んだタイ王国国費
留学生の今年度前期末卒業を報告しました。タイ
王国大使館より、本学側の卒業までの支援に対す
る御礼のことばをいただき、在学中の国費留学生
バーハ･カーマーンさん（情報環境学研究科 情報
環境学専攻2年）の研究室の訪問と本人による研究
内容のタイ語での発表、施設見学等も行いました。
　訪れた外交職員は、留学生の普段の勉学や生活
等を実際に確認し、留学生との懇談も盛り上がり
大変満足そうな様子でした。
　今後もこうしたご縁を大切に、修学意欲が高く
優秀な留学生を受け入れることができるよう支援
していきたいと思います。

駐日タイ王国外交官が本学を訪問
国際センター

　協定校である豊島岡女子学園中学校・高等学校
の夏休みの「ものづくりプロジェクト」の競技・審
査会が8月31日に同校で開催されました。今回の
テーマは“衝撃を吸収する機構を開発せよ！”。工
学部先端機械工学科の清水康夫教授が監修、約50
名が参加しました。
　「災害時に荒れた道を走るための乗り物には、衝
撃を吸収する機構が必要となる。その機構を考え、
思い描いたものを形にし、それをエンジニアリン
グの観点で検証してみよう。」という目的のもと、
市販のパーツを使って車の基本の形を作成。主に
衝撃吸収の機構の部分を各チームが開発し、皿の
上の球が落ちないように工夫した自作の車を障害
物を設定した競技用コースで走らせ、皿の上の球
をどれだけ多く運べるかを競いました。また、ア
イデア発表タイム、アイデアシートでお互いを評
価しました。数々のユニークな発想の機構が登場。
清水先生のミニ講義にも刺激を受けた様子で大変
盛り上がり充実した競技会となりました。

豊島岡女子学園
ものづくりプロジェクトに協力
総務部企画広報担当

タイ国費留学生カーマーンさんによる研究発表

それぞれ競技の様子はスクリーンに映し出される

車体に立てた支柱から皿を吊り下げたチームも！

タイ王国公使参事官クラーイスバン氏と平栗統括副学長
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受賞
情報 顕著な活躍をした電大人を紹介します。

鈴木 慧さん（修士1年）
理工学研究科 理学専攻（ナノマテリアル研究室）
第80回 応用物理学会 秋季学術講演会
放射線分科会 学生ポスター賞
令和元年9月20日

大西 謙吾 教授
理工学部 電子工学系
2018年度 ライフサポート学会　
論文賞
令和元年9月13日　

宮内 弘太さん（博士2年）
先端科学技術研究科 建築・建設環境工学専攻（都市・交通計画研究室）
EASTS CONFERENCE 2019

Outstanding Poster Presentation Award
令和元年9月12日

大西 謙吾 教授
理工学部 電子工学系
共著者
岩崎 雄己さん
（平成30年3月 理工学研究科 電子・機械工学専攻修了）
須田 真之助さん
（平成31年3月 理工学研究科 電子・機械工学専攻修了）
生体医工学シンポジウム 

ベストレビューワーアワード
令和元年9月6日

立石 良生さん（修士2年）
工学研究科 情報通信工学専攻（データ工学研究室）
第18回 情報科学技術フォーラム
FIT奨励賞
令和元年9月5日

河村 天暉さん（修士2年）
未来科学研究科 情報メディア学専攻（計算言語学研究室）
第18回 情報科学技術フォーラム
FIT奨励賞
令和元年9月5日

福士 龍一さん（修士1年）
未来科学研究科 情報メディア学専攻（コンピュータグラフィックス研究室）
第18回 情報科学技術フォーラム
FIT奨励賞
令和元年9月5日
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三井 駿さん（修士2年）
工学研究科 電気電子工学専攻 電子光情報コース（電子情報システム工学研究室）
2019年 電気学会 電子・情報・システム部門大会
優秀ポスター賞
令和元年9月5日

坪井 栄樹さん（修士1年）
工学研究科 電気電子工学専攻 電子光情報コース（電子情報システム工学研究室）
2019年 電気学会 電子・情報・システム部門大会
優秀ポスター賞
令和元年9月5日

清水 純平さん（修士1年）
理工学研究科 生命理工学専攻（生物物理化学研究室）
日本食品科学工学会 第66回大会 第15回若手の会研究発表
若手の会企業賞
令和元年8月30日

藤田 聡 教授
工学部 機械工学科
日本機械学会 機械力学・計測制御部門
学術業績賞
令和元年8月29日

柏 昂希さん（博士3年）
先端科学技術研究科 機械システム工学専攻（内燃機関研究室）
2019 JSAE/SAE Powertrains, Fuels and Lubricants International Meeting

Best Paper Award
令和元年8月28日

井上 裕之さん（4年）
理工学部 電子・機械工学系（電子計測研究室） 
電気学会 東京支部 第10回 学生研究発表会
優秀発表賞
令和元年8月28日

古郡 葉子さん（4年）
理工学部 電子・機械工学系（電子計測研究室） 
電気学会 東京支部 第10回 学生研究発表会
優秀発表賞
令和元年8月28日

（受賞日順）
※所属･学年は受賞時
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受賞
情報

戸塚 穂高さん（博士1年）
先端科学技術研究科 機械システム工学専攻（材料力学研究室）
ICMEA 2019

Best Poster Award
令和元年8月24日

小林 千紘さん（3年）
理工学部 建築・都市環境学系
第3回 日本建築学会グローバル化人材育成プログラム
「世界で建築をつくるぞ！─グローバルな建築デザイン・マネジメント・エンジニアリング分野への入門」
プレゼンテーション 青木謙一 賞
プレゼンテーション 山下眞澄 賞
令和元年8月22日

山口 正二 教授
理工学部 情報システムデザイン学系
日本カウンセリング学会
学会賞
令和元年8月18日

小林 晴貴さん（修士1年）
工学研究科 情報通信工学専攻（暗号方式・暗号プロトコル研究室）
中村 大さん（4年）
工学部 情報通信工学科（暗号方式・暗号プロトコル研究室）
ApeosWare Management SuiteとApeosWare Management Suite2のオープンリダイレクト脆弱性を発見
脆弱性番号：CVE-2019-6004, JVN#07679150
令和元年8月15日

川原田 健人さん（4年）
未来科学部 建築学科（設計情報マネジメント研究室）
臼井 秀太郎さん（3年）
未来科学部 建築学科（建築・住環境デザイン研究室）
原田 岬幸さん（3年）
未来科学部 建築学科（建築設計研究室）
第3回 未来こども園デザインコンペティション
最優秀賞
令和元年8月9日

柏舘 敬さん（修士2年）
理工学研究科 情報学専攻（コミュニケーション科学研究室）
Cognitive Science Society Meetingv 2019

Student Travel Award
令和元年7月24日

顕著な活躍をした電大人を紹介します。
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古屋 治 教授
理工学部 機械工学系
ASME Pressure Vessels and Piping Conference 

学会貢献賞
令和元年7月17日

小田 彰恭さん
平成22年3月 理工学部生命理工学系卒業 /現 研究生（生体組織工学研究室）
第40回 日本炎症・再生医学会
優秀演題賞（血管内皮）
令和元年7月17日

立石 良生さん（修士2年）
工学研究科 情報通信工学専攻（データ工学研究室）
SNPD 2019

Best Paper Award
令和元年7月11日

野城 圭佑さん（修士1年）
未来科学研究科 ロボット・メカトロニクス学専攻（信号処理とモデリング研究室）
ヨコハマ・ヒューマン＆テクノランド2019

ヨッテク・デザイン大賞
令和元年7月10日

荒尾 彩子さん
（平成31年3月 未来科学研究科 ロボット・メカトロニクス学専攻修了）
電子情報通信学会 知的環境とセンサネットワーク研究会
若手研究奨励賞
令和元年7月10日

佐々木 良一 特命教授
総合研究所・同 サイバーセキュリティ研究所長
情報処理学会 DICOMO2019

シニアリサーチャ賞
令和元年7月5日

松永 拳さん（修士2年）
工学研究科 電気電子工学専攻（ディジタル信号処理研究室）
電気学会 成30年 電子・情報・システム部門　
技術委員会奨励賞
平成31年2月5日

（受賞日順）
※所属･学年は受賞時



News

出版局 新刊のご案内

新たな応用の可能性が期待される多点表面筋電図の利用方法や応用例に
ついて詳解。幅広い研究領域で活用できるよう解説。

＜バイオメカニズム・ライブラリー＞多点表面筋電図
バイオメカニズム学会 編／増田 正（福島大学）・佐渡山 亜兵（信州大学） 著
A5判 200頁　3,300円

今回の新刊は、既刊「表面筋電図」の最新刊をご紹介！

校友会だより

中学・高等学校同窓会が武蔵野祭で「だんわ室」を開設
　9月14日・15日の2日間、東京小金井キャンパスにて中学校・高等学校の学園祭「武蔵野祭」が開催されました。例年、
中学・高等学校同窓会は歓談の場として「だんわ室」を開設し、卒業生をお迎えしています。
　今年は、「30歳を迎える卒業生」にも武蔵野祭の案内状を発送しました。おかげさまで延べ377名の卒業生が来校し、
同窓生たちが旧交を温めていました。
　また、「だんわ室」内で開催している写真展には、昨年1月に東京千住キャンパスで開催した「二十歳のお祝い」合
同クラス会の写真を展示し、卒業生に楽しんでいただきました。

「だんわ室」でくつろぐ卒業生

　後期の電大ガールズのメインイベントは11月3日、4日の旭祭への出店と
12月のクリスマス会です。
　今年の旭祭には昨年同様、揚げドーナツを出店します。外はサクサク、
中はフワフワです！更に様々なトッピングができるので是非お越しください！
　クリスマス会に向けてはフードだけでなくゲームの企画も練っています。電大ガール
ズの雰囲気を感じていただくことができると思います。たくさんのご来場を一同お待ち
しております。
 工学部 応用化学科 3年　鈴木 佳奈

｢電大ガールズ｣ D-girls

、
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 News

　8月31日、9月1日に、日本アマチュア無線連盟
が開催しているハム（アマチュア無線家）の日本
最大のイベント「ハムフェア2019」が東京ビッ
クサイトで開催されました。ハムフェアでは、
無線機やジャンクの販売、新製品発表や技術展
示、交流会など様々な催しが行われます。我々
アマチュア無線部は、小金井にある電大中高を
通じて、同じ小金井にあるNICT（情報通信研究
機構）電波研クラブや東京学芸大学アマチュア
無線部との合同ブースに参加し、毎年出展させ
ていただいています。

　今年も多くの方が来場し、NICT電波研クラ
ブも本学無線部も半世紀以上の長い歴史を持
つクラブである故、ブースには卒業生や元教員
などの関係者の方が多くいらっしゃり、多くの
ハムとお話しすることができました。他大学の
無線部の方と交流することは多くありますが、
年配の方や海外のハムと交流する機会は少な
く非常に良い機会となりました。

小学校を中退したエジソンは、電気や化学の実験に熱中。12歳頃から
働き始め、15歳頃には電信技師となり、独学で学び続けていました。転
機は22歳の頃、発明した株式相場表示機が高額で買い取られたので
す。その利益をもとに1876年、ニュージャージー州メンロ・パークに研
究所を設立し、発明家への道を邁進。1877年には音を記録して再生す
る蓄音機（フォノグラフ）を発明。1879年には、灯油やロウのように火
事の危険がなく、連続点灯時間が長く実用化に耐える白熱電球を発明。
また動く画像を再現できる映写機も発明。事業化を前提とした1300件
超の数々の発明品と特許は、人々の生活を電化生活へと一変させました。

白熱電球の開発での課題は、フィ
ラメントの材料でした。エジソン
は世界中に調査員を送り、6000
種以上の有機繊維を試し、京都産
の竹が最適という結論に達しまし
た。エジソンは、電球のような家
電を含め発電から送電までの電気
の事業化に取り組みましたが、訴
訟も多く、評価は分かれています。

新しい時代を拓いた科学･技術 vol.25

不屈の精神と行動力で、アイデアをカタチに

「大事なことは、君の頭の中に巣くっている
 常識という理性を綺麗さっぱり捨てることだ」

トーマス・アルバ・エジソン 　　アメリカ合衆国  ● 1847年～1931年

蓄音機、電球、映写機…　電化の発明王

©TDU

学生だより

ハムフェア2019に参加
～日本最大のハムイベントで多くの無線家達と交流～

東京千住キャンパスアマチュア無線部（JA1YAQ）
副部長  豊竹 和孝（工学部 情報通信工学科 2年）

会場の様子

参加者の集合写真
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学校法人東京電機大学　（総務部企画広報担当）
〒 120-8551 東京都足立区千住旭町5番
TEL. 03-5284-5125 FAX. 03-5284-5180
E-mail:soumu-kikaku@jim.dendai.ac.jp
https://www.dendai.ac.jp/

編集後記
　自動運転技術やAI等、科学技術の進歩は目覚ましいですが、人をまとめ、チームとしての力をより高いレベルで発揮できるように
するのは現時点では人間にしかできないことだと感じました。秋は行事が多く、学園祭を控えたキャンパスは学生の活動が活発になっ
てきました。皆様のご来場をお待ちしております。

Information
　　 秋の学園祭情報

　東京千住キャンパスと埼玉鳩山キャンパスにて、学園祭を開催します。
今年も各研究室や学生団体の展示、模擬店、フリーマーケットに加え、
トークショーやお笑いのステージを企画しています。是非ご来場ください。

旭祭 テーマ「PLANET」

日　　　時 11月3日（日・祝日）　10：00～17：00
 11月4日（月・休日）　10：00～16：00
　会　　　場 東京千住キャンパス
　 北千住駅東口（電大口）徒歩1分
　特設サイト https://asahisai.com/
　お 問 合 せ 東京千住キャンパス事務部（学生厚生担当）
 Tel. 03-5284-5340
　※11月3日（日・祝日）　10：00～17：00　「ホームカミングデー」開催（全卒業生対象）

鳩山祭 テーマ「よってらっしゃい！みてらっしゃい！出会って43回目のHATOFES」
　日　　　時 11月3日（日・祝日）　10：00～16：00
 11月4日（月・休日）　10：00～16：00
　会　　　場 埼玉鳩山キャンパス
　 東武東上線高坂駅西口 スクールバス（無料）8分
　特設サイト http://hatosai.sunnyday.jp/
　お 問 合 せ 理工学部事務部（学生厚生担当）

Tel. 049-296-0496
　※11月4日（月・祝日）　11：00～14：00　埼玉鳩山キャンパス「OB･OG交歓会」開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （理工学部、理工学研究科卒業生対象）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 100
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


